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心房細動（AF）患者における左心耳血栓（LAAT）は心原性血栓塞栓症の主な原因であり、

特に可動型 LAATは血栓塞栓症のリスクが高いことが知られている。しかしながら可動型

LAATの発生にかかわる因子についてこれまでの検討は少ない。今回我々は心房細動（AF）

患者における可動型 LAATの予測因子について検討した。心房細動に対する除細動または

カテーテルアブレーションの前に経胸腔内心エコー検査（TEE）を受けた 827人の連続し

た患者について、レトロスペクティブに調査を行った。心臓手術を受けた患者や著しい

弁膜症のある患者は研究から除外し、残った 758例（年齢 67.6±9.3 歳、男性 535人）

について本研究の対象とした。各種臨床データは TEE を施行した時点で評価を行った。

LAAT は臨床データを盲検化した 3 人の独立した医師によって、可動型と固定型に分類さ

れた。LAATは 758例中 57例（可動型 11例、固定型 46例）で検出された（7.5％）。単変

量解析では、可動型 LAAT患者は対照群（固定型 LAATあり＋LAATなし）に比べ、E/eʹ ratio
高値、左室駆出率（LVEF）低値、左房容積係数高値、C反応性蛋白高値、非発作性心房細

動の有病率高値、ワルファリン服用割合高値（73％ vs 21％、P＜0.0001）、構造的心疾

患の有病率高値が有意差をもって認められた。多変量解析では、E/eʹ ratio、LVEF、ワル

ファリン服用は可動型 LAATと有意に関連していた。可動型 LAATの発生率は、E/eʹ ratio
が高く（ E/eʹ ratio＞12.7 ）、LVEFが低下している患者（LVEF＜44％）で最も高値であ

った（49例中 7例、14.3％）。E/eʹ ratioと LVEFは心房細動患者の可動型 LAATを予測す

る可能性が示唆された。リスクの高い患者には可動型 LAATに対する強力な抗血栓療法や

外科的治療を念頭に置き、早期に TEEを行う必要があると考えられる。 

 


